
・車両火災予防運動（1日～7日）

月の安全行事・暦3

のせましょう
　　ゆとりという名の　同乗者

わが社の安全方針

安全方針に基づく目標

目　　標 結　　果 目標達成状況
人身事故　　　件

物損事故　　　件

交通違反　　　件

今月　　　件　

今月　　　件　

今月　　　件　

□ 達成　□ 未達成

□ 達成　□ 未達成

□ 達成　□ 未達成

わが社の輸送安全に関する目標の達成状況／事故統計

「安全」は、すべてに優先する

事故０件
作製：一般社団法人 京都府トラック協会
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運転中
　　握るケイタイ　消える視野

急いでも
　　　次の信号で　また一緒

せまい日本
　そんなに急いで　どこへ行く 

快適な
　　職場がはぐくむ　無災害

安全を　優先率先　まず実践

車間距離
あなたの　あせりを　計る距離

必ず受けよう　健康診断
　　思わぬ病気が　かくれんぼ

迷ったら
　　カーナビよりも　まず停車

一杯の
　楽しみわが家に　着いてから

とっさの時に
　避けられますか　その運転で

快適　健康　無災害
　　　　明るい職場の基本です

忘れるな！
　誰もが持ってるヒヤリの体験
　　　今日も生かして安全運転

元気な挨拶　さわやか笑顔
　　あなたが主役の明るい職場

ありますか
　　　　心のゆとりと車間距離

やる気　守る気　つづける気
　健康づくりで　いきいき職場

さりげなく
　譲ったあなたに　感謝の会釈

忘れるな
　　　補償と苦悩は　一生涯

明日への活力
　　　　安全　健康　快適職場

ヒヤーッとした
　　　　あの一瞬を　忘れるな

思い出そう
　おかえりなさい　を待つ家族

確かめよう
　歩行者　スピード　車間距離

急ぐ心にブレーキを
　　ルールとマナーの安全運転

明るい笑顔と元気な挨拶
みんなが会社のシンボルマーク

安全・健康
　今から　ここから　自分から

急停車されても
　　　　　よい距離　よい速度

停まってね
　　あなたを信じる　小さな手

思いやる思いやる思いやる
　　　心ひとつで　事故はゼロ　　　心ひとつで　事故はゼロ　　　心ひとつで　事故はゼロ

追い越しで
　　　縮めた時間　ちぢまる命

ゆずり合う
　　　気持が　道路を広くする

　この「運輸安全マネジメントカレンダー」に使用しております標語等は、全日本交通安全協会・毎日新聞社・陸上貨物運送事業労働災害防止協会が毎年公募され、入賞した作品を
京都府トラック協会が特に許可を得て使用しております。この「運輸安全マネジメントカレンダー」で使用しております標語等の転載ならびに引用を禁止します。
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29

アッ危い
　　そのスピードが　死を招く

今 月 の
点 呼

交通安全重点目標

日常点検

Plan（計画） Do（実施）

Act（改善） Check（評価）

（2022年３月）月間 P.D.C.A サイクル

3. 原因分析に基づく事故防止
　事業用トラック事故の半数を「追突事故」が占めるこ
とや、死亡事故件数の４分の１が交差点事故であること
など、事業用トラックの特徴敵な交通事故実態を理解し
ましょう。また、事業用自動車事故調査委員会の報告書
を参考にしたり、事故防止セミナーに参加することで、
交通事故防止意識の醸成を図りましょう。

トラックにおける総合安全プラン2025

・3月の安全運転重点項目

・3月の重点運行管理

・生活道路での事故防止・生活道路での事故防止
・交差点での事故防止・交差点での事故防止

日常点検の実施と整備管理者による確認日常点検の実施と整備管理者による確認日常点検の実施と整備管理者による確認

・3月の反省点
・うまくいった要因・うまくいった要因

・うまくいかなかった要因・うまくいかなかった要因・次月の計画に向かっての改善点・次月の計画に向かっての改善点・次月の計画に向かっての改善点

・具体的な取組項目・具体的な取組項目

（次月の計画へ）（次月の計画へ）

（取組に対して）（取組に対して）

2022年3月
●制限速度の遵守　　●イエローストップの励行

生活道路での事故防止 交差点での事故防止

●事業者は、自動車の走行距離、運行時の状態等か
ら判断した適切な時期に、国土交通省令で定める
技術上の基準により、灯火装置の点灯、制動装置
の作動その他日常的に点検すべき事項について、
目視等により自動車を点検しなければならない。

●事業者は、１日１回、その運行の開始において、
日常点検すべき事項について点検をしなければな
らない。

●事業者は、点検の結果、自動車が保安基準に適合
しないおそれがある状態又は適合しない状態の場
合には、保安基準に適合させるために必要な整備
をしなければならない。

（注）①（※１）走行距離、運行時の状態等から判断
　　　②（※２）車両総重量８トン以上又は乗車定員30人以上の自動車に限る

自動車点検項目

①ブレーキ

1．ブレーキ・ペダルの踏みしろ、ブレーキの効き
2．ブレーキの液量
3．空気圧力の上がり具合
4．ブレーキ・バルブからの排気音
5．駐車ブレーキ・レバーの引きしろ

②タイヤ

　　 １．タイヤの空気圧　　　　　　 ２．亀裂及び損傷
　　　３．異状な摩耗　　　　　（※１）４．溝の深さ
（※２）５．ディスク・ホイールの取付状態
（※２）６.　スペアタイヤ

④原動機

（※１）１．冷却水の量
（※１）２．ファン・ベルトの張り具合、ファン・ベルトの損傷
（※１）３．エンジン・オイルの量
（※１）４．原動機のかかり具合、異音
（※１）５．低速及び加速の状態

⑥ウインド・ウォッシャ
　及びワイパー

（※１）１．ウインド・ウォッシャの液量・噴射状態
（※１）２．ワイパーの払拭状態

⑤灯火装置及び方向指示器 点灯又は点滅具合、汚れ及び損傷

⑦エア・タンク エア・タンクの凝水

⑧運行において異状が
　認められた箇所

当該箇所の異状

③バッテリ （※１）液量

点 検 箇 所 点 検 内 容ポイント


